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事
実
の
概
要
．
 

頁

。
8
 
2

X

は
A
の
債
権
者
、

Y
は
A
所
有

号39

建
物
の
賃
借
人
で
あ
る
。

X
は、

A

。
C

の
Y
に
対
す
る
建
物
賃
料
債
権
を
差

ム
押
え
、

Y
に
対
し
支
払
を
求
め
る
訴

え
を
提
起
し
た
。
そ
れ
に
対
し
、

Y

ィ夕例
は
、

A
は
支
払
不
能
に
陥
っ
て
お
り
、

賃
貸
人
の
破
産
宣
告
な
い
し
会
社
更

判．
生
手
続
開
始
後
に
、
賃
借
人
が
賃
料

，
 

2

債
務
と
敷
金
返
還
請
求
権
と
を
相
殺

1

す
る
こ
と
を
認
め
た
破
産
法
一

0=-

ー平
条
一
項
後
段
、
会
社
更
正
法
一
六
二

条
二
項
後
段
は
、
賃
貸
人
が
支
払
不

判坤京
能
に
陥
っ
て
い
る
場
合
に
も
類
推
適

用
さ
れ
る
と
し
て
、

Y
に
対
す
る
保

東

．
 

証
金
返
還
請
求
権
と
そ
れ
と
対
等
額

に
な
る
ま
で
の
賃
料
債
務
と
を
相
殺

す
る
旨
主
張
し
、
し
た
が
っ
て
被
差

押
債
権
は
消
滅
し
た
と
主
張
し
た
。

こ
の
主
張
の
当
否
（
具
体
的
に
は
、

m破
産
法
一

0-―
一
条
一
項
後
段
、
会

社
更
生
法
一
六
二
条
二
項
後
段
に
よ

り
、
賃
貸
借
継
続
中
の
敷
金
返
還
請

求
権
と
賃
料
債
務
と
の
相
殺
が
許
さ

れ
る
か
。
切
許
さ
れ
る
と
し
て
、
そ

れ
は
支
払
不
能
の
場
合
に
類
推
さ
れ

る
か
）
が
、
本
件
の
争
点
で
あ
る
。

う
ち
、
紙
幅
の
都
合
で
切
は
省
略
し
、

検
討
対
象
を
田
に
絞
る
。

貫貴人支払不能の湯合に貫儀人からする貫肩債覇による相覇

破
産
法
一

0
三
条
一
項
後

m久
ー
ピ
り
"
〖

判

断

ぃ

て

、

停

止

条

件

の

成

就

前

裁

判

た

る

賃

貸

目

的

物

明

渡

前

に
、
こ
れ
を
自
動
債
権
と
し
て
賃
料
債
務

と
相
殺
す
る
こ
と
を
認
め
た
も
の
と
解
す

る
こ
と
は
出
来
な
い
。
賃
貸
人
と
し
て
は
、

破
産
法
一

0
0条
に
基
づ
き
、
自
動
債
権

た
る
敷
金
返
還
請
求
権
の
限
度
に
お
い
て

弁
済
額
の
寄
託
を
請
求
し
、
最
終
配
当
の

除
斥
期
間
満
了
ま
で
に
条
件
が
成
就
す
れ

ば
、
相
殺
の
意
思
表
示
を
し
た
上
で
寄
託

金
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
と
い
う

べ
き
で
あ
る
。
こ
う
解
す
る
こ
と
に
よ
り
、

賃
借
人
の
有
す
る
敷
金
返
還
請
求
権
と
賃

料
債
務
と
の
相
殺
の
期
待
権
と
、
賃
借
人

た
る
破
産
財
団
の
有
す
る
賃
貸
借
契
約
か

ら
生
じ
る
債
権
に
対
す
る
敷
金
の
担
保
的

機
能
と
の
利
益
調
整
が
可
能
と
な
り
、
結

果
的
に
も
妥
当
な
解
決
が
図
ら
れ
る
。

破
産
法
一

01
―
一
条
一
項
後

の
理
解
に
つ
い
て
は
、
①

賃
貸
借
の
終
了
・
建
物
明
渡

幻
{
段

訟訴
鋭

に

よ

り

敷

金

返

還

請

求

権

が

事

解

現

在

化

し

た

場

合

に

、

そ

れ

を
自
動
債
権
と
し
て
、
開
始
決
定
時
の
当

民［
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点争

期
お
よ
び
次
期
だ
け
で
な
く
、
そ
の
後
も

含
め
て
未
払
賃
料
と
相
殺
す
る
こ
と
が
認

め
ら
れ
る
、
②
賃
貸
借
が
継
続
し
敷
金
返

還
請
求
権
が
現
在
化
し
な
い
間
で
も
、
将

来
発
生
す
る
敷
金
返
還
請
求
権
を
自
動
債

権
と
し
て
、
開
始
決
定
時
の
当
期
お
よ
び

次
期
だ
け
で
な
く
、
そ
の
後
の
未
払
賃
料

と
相
殺
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
、
③
本

条
に
よ
り
相
殺
に
供
す
る
こ
と
が
認
め
ら

れ
る
自
動
債
権
は
敷
金
返
還
請
求
権
で
は

な
く
、
別
に
賃
借
人
が
有
す
る
再
生
債
権

を
自
動
債
権
と
し
て
、
敷
金
の
限
度
ま
で

未
払
賃
料
と
相
殺
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ

る
、
等
、
見
解
が
分
か
れ
て
い
る
。

う
ち
、
②
を
被
告
が
主
張
し
、
対
し
本

判
決
は
、
①
の
理
解
に
立
つ
。
①
は
、
す

で
に
大
阪
地
判
平
五
•
八
•
四
判
時
―
四

九
七
号
一

0
五
頁
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
て

お
り
、
本
判
決
は
そ
れ
に
引
き
つ
づ
く
判

断
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

m破
産
法
一

0
三
条
一
項
後
段
自
体
に
つ
き
、
賃
料
の

前
払
い
の
対
抗
を
当
期
・
次
期
に
限
っ
た

破
産
法
六
三
条
と
の
整
合
性
、
ま
た
、
印

①
説
に
対
し
、
破
産
法
一

0
0条
と
の
関

係
、
団
①
②
説
に
対
し
賃
料
債
務
の
み
が

敷
金
返
還
請
求
権
と
の
相
殺
の
対
象
と
な

る
こ
と
の
当
否
、

3
②
③
説
に
対
し
賃
貸

人
が
担
保
の
実
行
を
強
制
さ
れ
る
こ
と
の

妥
当
性
（
判
例
に
よ
る
当
然
充
当
法
理
と

の
関
係
）
、
困
③
説
に
対
し
、
目
的
不
動
産

が
賃
借
権
付
き
の
ま
ま
換
価
さ
れ
た
場
合
、

敷
金
返
還
義
務
は
不
動
産
買
受
人
に
引
き

継
が
れ
る
以
上
、
賃
借
人
は
、
別
口
破
産

債
権
と
賃
料
債
務
を
相
殺
で
き
る
上
に
敷

金
返
還
請
求
権
を
確
保
す
る
と
い
う
二
重

の
利
益
を
得
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
と

い
う
難
点
、
と
い
っ
た
疑
問
が
呈
さ
れ
て

い
る
（
山
本
克
己
「
賃
貸
人
の
破
産
と
賃

借
人
の
相
殺
権
（
上
）
（
下
）
」
金
融
法
務

事
情
一
五
五
九
号
六
頁
、
六

0
号
一
六
頁
。

同
論
文
は
、
敷
金
返
還
請
求
権
を
財
団
債

権
と
解
し
た
上
（
双
方
未
履
行
関
係
の
適

用
に
よ
る
）
、
判
例
に
よ
る
敷
金
当
然
充
当

法
理
に
よ
り
、
一

0
三
条
一
項
後
段
は
無

意
味
な
規
定
に
な
る
と
す
る
）
。
敷
金
返
還

請
求
権
は
破
産
債
権
で
あ
る
と
い
う
前
提

を
維
持
し
た
場
合
、
判
旨
の
立
場
を
擁
護

す
る
と
す
れ
ば
、

mに
つ
い
て
は
、
対
抗

不
能
と
な
る
結
果
生
じ
る
破
産
債
権
は
、

1
0
四
条
の
制
約
の
も
と
で
賃
料
債
務
と

相
殺
可
能
な
の
で
は
な
い
か
（
そ
れ
に
よ

り
破
産
財
団
を
害
す
る
よ
う
な
前
払
い
を

排
除
す
る
）
、
り
に
つ
い
て
は
、
相
殺
関
係

に
引
き
な
お
す
こ
と
に
よ
り
危
機
時
期
後

に
敷
金
が
支
払
わ
れ
た
場
合
へ
の
一

0
四

条
四
号
の
類
推
適
用
を
可
能
に
す
る
と
い

う
意
義
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
な
い
か
、

い
に
つ
い
て
は
、
賃
料
債
務
以
外
の
債
務

発
生
（
な
い
し
そ
の
額
）
の
不
確
定
性
に

基
づ
く
賃
借
人
の
合
理
的
相
殺
期
待
の
欠

如
に
よ
る
説
明
の
他
、
発
生
時
期
に
よ
る

調
整
は
不
可
能
か
、
と
い
っ
た
視
点
を
提

供
で
き
よ
う
か
。
（
は
っ
た
•
た
く
や
）
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